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 海底からの地下水流出の評価は、流域水収支を明らかにするだけでなく、地下水流出に伴う陸域から海洋へ

の物質輸送の点からも重要である。この海底地下水湧出現象は、沿岸域の塩淡水境界付近において、多く生じてい

ると考えられているが、この塩淡水境界と地下水流出の評価を同時に行った研究例は未だあまり見られない。また、

地下水流出には満潮・干潮の潮位変動の影響がおよんでいることが多くの野外調査で観測されているが、大潮・小

潮の潮位変動の影響を捉えた研究例は未だ少ない。それらを踏まえ本研究の目的は、塩淡水境界の変動に伴う海底

地下水湧出量の変化を明らかにすること、大潮から小潮への潮位変化が地下水流出および塩淡水境界に与える影響

を明らかにすることである。 

 調査対象地域は八代海に面する熊本県不知火町の沿岸部である。八代海は全国でも屈指の潮位差を持つ海洋

であり、海底地下水湧出に対する潮位変化の影響が期待される地域である。またこの地域では過去に比抵抗法によ

る塩淡水境界の位置把握に関する観測がなされている。そのような地域において、シーページメータによる海底地

下水湧出量の直接測定、比抵抗法による塩淡水境界の位置及び位置変動の把握、湧出水の電気伝導度・水温の測定

などを行い、それらの結果に基づいて考察を行った。その結果、塩淡水境界の陸側と沖側に位置する地点では、湧

出水の湧出量・水温・電気伝導度に異なる変動が見られることが明らかになった。また、海底からの湧出水には、

陸域由来地下水に加え、海水がいったん海底下に潜り再び湧出する再循環水が含まれている可能性が高い。そこで、

電気伝導度を指標として陸域由来地下水と再循環水の分離を行った結果、再循環水を除いた陸域由来地下水のみの

湧出量は塩淡水境界の手前部分で最も高いことが明らかになった。そのほか数値計算より算出した湧出量と実測値

を比較すると、塩淡水境界の陸側では海岸線からの距離を変数として、数値計算より陸域由来の地下水湧出量を算

出することができることが明らかになった。大潮から小潮にかけての変化については、海底からの地下水湧出量は

大潮時に大きいこと、また大潮時より小潮時の方が湧出水に含まれる陸域由来成分の割合が大きいことが明らかに

なった。また小潮時よりも大潮時の方が、塩淡水境界がより沖合いへシフトすることが明らかになった。 

 


